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BeOセラミックス板は組織等価性が高く、光刺激蛍光や熱蛍光（TL）を有するため、線量測定

に関する研究が行われている 1)。TLを利用した研究では、X線と陽子線に対する基礎特性の調査

が行われており 2)、グロー曲線はいずれの線質・線量においても約 160 ℃と約 270 ℃に 2つグロ

ーピークが観測されること、線量の増加に伴い、低温側のグローピーク強度の割合が大きくなる

ことが明らかとなっている。しかし、LET に対するグロー曲線の特性は明らかになっていない。

そこで、今回は、陽子線を用いて LET のみを変化させ BeO セラミックス板のグロー曲線の LET

依存性を調査した。 

Figure1 に同一線量下で陽子線の LET のみを変化させたときのグロー曲線を示す。いずれの条

件においても約 160 ℃と約 270 ℃に 2つのグローピークが観測された。この結果とこれまでの報

告から、X 線と陽子線によって生成された電子と正孔の捕獲サイトの種類は、線量、LET に依存

せず、同一のものであることが明らかとなった。Fig.2に、LETとグローピーク強度比の関係を示

す。これまでにグローピーク強度比が線量に大きく依存することが報告されているが、それと比

較して LETの依存性は小さいことが明らかとなった。今後は、他の粒子線に対する形状比較を行

い、粒子や高 LET領域で TL特性を詳細に調査し、メカニズムの解明を進めたい。 
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